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Anniversary

th

哲史のTETSU学

自動車関係諸税
の今後の展望

決意新たに、
  日本を動かす政策を！

いそざき哲史10年の
成果を振り返る

10年間 
の成果を
動画にも
まとめ
ました！



議
員
活
動
報
告

2023年
8月19日

国際標準化戦略

2
0
1
7
年
3
月
9
日
の

経
済
産
業
委
員
会
に
お
け
る

1
時
間
を
か
け
た
質
疑
に
始

ま
り
、国
際
ル
ー
ル
作
り
を

リ
ー
ド
し
て
い
く
た
め「
グ

ロ
ー
バ
ル
市
場
で
戦
う
こ
と

が
で
き
る
人
材
育
成
が
重
要
」

と
幾
度
と
な
く
国
会
質
問
の

場
で
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、J
I
S
法
改
正

に
よ
る
J
I
S
規
格
の
見
直

し
で
、対
象
を
サ
ー
ビ
ス
や
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ま
で
拡
大
し
、

法
目
的
に「
国
際
標
準
化
の

促
進
」を
追
加
。さ
ら
に
国
際

標
準
化
に
関
す
る
、国
、大

学
、事
業
者
等
の
努
力
義
務

規
定
を
追
加
し
ま
し
た
。ま

た
、J
I
S
制
定
の
迅
速
化

も
図
る
方
針
で
検
討
を
開
始

し
ま
し
た
。

「
自
動
車
産
業
の
未
来

を
考
え
る
会
」
議
員
連
盟

で
議
論
を
重
ね
、２
０
１
９

年
6
月
に
提
出
し
た
議
員

立
法
「
自
動
車
政
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
法
案
」の
中
で
併

せ
て
提
案
。２
０
１
９
年

度
の
補
正
予
算
案
に
、高

齢
運
転
者
へ
の
「
サ
ポ

カ
ー
補
助
金
」
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
（
現
在
な

し
）。ま
た
、２
０
２
０
年
の

道
路
交
通
法
改
正
に
よ
り

サ
ポ
カ
ー
限
定
免
許
が
創

設
さ
れ
、２
０
２
２
年
５
月

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
1
3
年
8
月
の
初
登
院
か

ら
10
年
。昨
年
い
そ
ざ
き
議
員

は
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

大
変
動
す
る
環
境
に
対
応
し

な
が
ら
、貫
い
て
き
た
「
仲
間

の
思
い
、か
た
ち
に
し
た
い
」と

い
う
姿
勢
。働
く
者
、生
活
者

の
視
点
に
立
ち
、根
気
強
く
訴

え
続
け
た
こ
と
が
少
し
ず
つ
実

現
し
て
い
ま
す
。10
年
を
振
り

返
り
、そ
の
成
果
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

「
勝
ち

取
っ
た

成
果
」

年
の

歩
み
と

未
来
へ
の

決
意

根
気
強
く

訴
え
続
け

1O
【国際標準の身近な例】
●Bluetooth  ●Wi-Fi
●ブルーレイDISC  
●Windows
●魚の血抜き(活き締め)
●洗濯機 など

サポカー補助金・
サポカー限定免許の創設

３
党
派
に
よ
る
憲
法

改
正
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

国
民
民
主
党
、日
本
維
新
の
会
、有

志
の
会
で
共
催
。い
そ
ざ
き
議
員
は

国
民
民
主
党
憲
法
調
査
会
事
務
局

長
と
し
て
運
営
に
参
画
。

8月20日

関
東
大
震
災
１
０
０
年・

第
11
回
首
都
防
災
ウ
ィ
ー
ク 

開
会
式・点
灯
式

国
民
民
主
党
を
代
表
し
て
出
席
。

8月21日

国
民
民
主
党
代
表

選
挙 

告
示
日

い
そ
ざ
き
議
員
は
玉
木
候
補
の
出
陣

式
に
選
対
本
部
長
代
行
と
し
て
出
席
。

9月2日

国
民
民
主
党 

代
表
選
挙

（
臨
時
党
大
会
）

投
票
の
結
果
、玉
木
雄
一
郎
候
補
が
再

選
を
果
た
し
、新
代
表
と
し
て
選
出
。

9月7日

国
民
民
主
党
Ｇｏ
！
Ｇｏ
！

こ
く
み
ん
ラ
イ
ブ

こ
の
日
は
、新
た
に
代
表
に
選
出
さ
れ

た
玉
木
雄一郎
衆
議
院
議
員
を
ゲ
ス
ト

に
招
い
て
、先
の
代
表
選
を
振
り
返
っ

た
。以
降
、年
末
ま
で
に
計
7
回
開
催
。

9月27日

国
民
民
主
党 

執
行
役
員
会
議

9
月
8
日
の
両
院
議
員
総
会
で
の

執
行
役
員
に
選
任
さ
れ
、以
後
、党

の
執
行
役
員
会
議
に
出
席
。

10月20日

第
２
1
２
回
国
会

（
臨
時
国
会
）開
会

12
月
１3
日
ま
で
の
55
日
間
を
会
期

と
し
た
第
2
1
2
回
国
会
が
開
会
。

い
そ
ざ
き
議
員
は
引
き
続
き
、国
民

民
主
党（
会
派
）の
参
議
院
国
会
対

策
委
員
長
を
拝
命
。

夜
に
は
新
橋
駅
前
S
L
広
場
で
国

民
民
主
党
街
頭
演
説
会
を
実
施
。

法
案
提
出（
ガ
ソ
リ
ン
税

特
例
税
率・二
重
課
税
廃
止

法
案
、所
得
制
限
撤
廃
法
案
、

教
育
国
債
法
案
）

10月23日

国
民
民
主
党 

総
理
へ
の
申
し
入
れ

国
民
民
主
党
の
緊
急
経
済
政
策
お

よ
び
産
業
政
策
を
岸
田
総
理
大
臣

に
申
し
入
れ
。

10月24日

国
民
民
主
党
東
京
都
連 

街
頭
演
説
会

上
野
駅
前
で
実
施
。以
降
、東
京
都

連
と
し
て
年
末
に
か
け
て
断
続
的

に
開
催
。

10月27日

ジ
ャ
パ
ン 

モ
ビ
リ
テ
ィ

シ
ョ
ー 

視
察

東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
か
ら
名
称
を

変
え
て
４
年
ぶ
り
に
開
催
。各
ブ
ー
ス

で
は
、い
そ
ざ
き
議
員
が
昔
お
世
話
に

な
っ
た
懐
か
し
い
方
々
と
の
再
会
も
。

2019年
2020年

2017年~

●サポカー補助金とは
安全運転支援装置の衝突被害軽減ブレーキ、ペダル踏み間違い
急発進等抑制装置を搭載する車（サポカー）、後付けのペダル踏
み間違い急発進抑制装置に対しての補助金。
●サポカー限定免許とは
上記のサポカー（後付け含まず）で、警察庁ウェブサイト「サポート
カー限定免許の対象車両リスト」に掲載されている車のみ運転す
ることができる免許。サポカー以外は運転できない。

各国と渡
り合える

人材育
成と予

算

確保が
必要!

標準化について
の深掘りした質
問はありがたい。

世耕経産大臣（当時）



補助金の予算額について

ガソリン代等燃 油価格引き下げ
2
0
1
3
年
の
初
当
選
以

降
、こ
れ
ま
で
約
20
回
に
亘
り
、

国
会
に
お
い
て
自
動
車
関
係
諸

税
の
負
担
軽
減
を
主
張
。２
０

１
５
年
3
月
26
日
の
財
政
金
融

委
員
会
で
は
、麻
生
財
務
大
臣

か
ら「
自
動
車
に
は
税
が
か
か

り
過
ぎ
て
い
る
と
率
直
に
思

う
」と
の
答
弁
を
引
き
出
し
ま

し
た
。

野
党
の
議
員
連
盟「
自
動
車

産
業
の
未
来
を
考
え
る
会
」と

し
て
2
0
1
9
年
度
税
制
改
正

が
自
動
車
関
係
諸
税
見
直
し
の

「
勝
負
の
年
」と
位
置
付
け
、自

治
体
首
長
、政
党
関
係
者
に
地

方
財
源
を
減
少
さ
せ
な
い
形
で

の
減
税
案（
国
税
で
補
填
）の
説

明
に
奔
走
し
ま
し
た
。そ

し
て
、与

党
税
制
調
査

会
が
実
質
採

用
す
る
形
で
、

自
動
車
税
の

減
税
、自
動
車

取
得
税
の
廃

止（
例
：
コ
ン

パ
ク
ト
カ
ー

の
新
車
購
入
時
に
４
０
０
０
円

の
負
担
減
）を
実
現
し
ま
し
た
。

い
そ
ざ
き
議
員
自
身
も
本
会
議
で

討
論
に
立
ち
、政
府
の
２
０
２
２
年

度
本
予
算
案
へ
の
異
例
の
賛
成
と
引

き
換
え
に
、ト
リ
ガ
ー
条
項
凍
結
解

除
に
向
け
て「
対
決
よ
り
解
決
」の

姿
勢
で
自
公
と
協
議
し
ま
し
た
。

結
果
、凍
結
解
除
は
実
現
し
な

か
っ
た
も
の
の
、補
助
金
に
よ
り
ガ
ソ

リ
ン
、軽
油
を
は
じ
め
と
し
た
燃
油

価
格
を
大
幅
に
抑
制
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。ま
た
、国
民
民
主
党
の

訴
え
に
よ
り
、航
空
機
燃
料
も
補
助

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

国
民
民
主
党
で
は
以
前
よ
り「
補
助
で
は
な
く
減
税
に
す
る
べ
き
」

と
主
張
し
て
き
ま
し
た
。ト
リ
ガ
ー
条
項
凍
結
解
除
に
は
1.5
兆
円
を
要

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、２
０
２
４
年
４
月
末
ま
で
の
28
ヶ
月
間
で
、

全
体
で
6.2
兆
円
の
補
助
金
が
積
ま
れ
、ガ
ソ
リ
ン・
軽
油
分
だ
け
で
も

年
間
約
2.3
兆
円
が
使
わ
れ
て
い
る
計
算
で
す
。ま
た
、補
助
金
よ
り
も

減
税
の
ほ
う
が
お
金
の
流
れ
が
明
確
に
な
り
ま
す
。

2
0
1
6
年
5
月
9
日
参
議
院
決
算
委
員
会

で
、高
速
道
路
に
お
い
て
、四
車
線
の
2
倍
の
死
亡

事
故
が
あ
っ
た
暫
定
二
車
線
道
路
に
お
け
る
安
全

対
策
を
至
急
進
め
る
た
め
に
、ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
に

代
わ
る
対
策
を
講
じ
る
よ
う
に
提
案
し
ま
し
た
。

国
会
質
問
後
の
2
0
1
7
年
度
か
ら

本
格
的
に
対
策
が
始
ま
り
、２
０
２
３
年

３
月
時
点
で
、代
替
で
設
置
さ
れ
た
ワ
イ

ヤ
ロ
ー
プ
と
の
接
触
事
故
は
全
国
で
累
積

７
３
６
８
件
発
生
す
る
も
、対
向
車
線
へ
の

飛
び
出
し
事
故
は
14
件
、死
亡
事
故
は
０

件
と
激
減
。※
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
設
置
済
み
延
長
：

約
１
５
１
８
㎞（
２
０
２
３
年
３
月
時
点
）。

村井宮城県知事への要請書を手交

ラバーポール

ワイヤロープによる飛び出し事故防止事例出典：ワイヤロープ設置箇所の
交通状況について（国土交通省）

出典：ワイヤロープ設置個所の交通状況について（国土交通省）を加工して作成

ワイヤロープ

『哲史のＴＥＴＳＵ
学』でさらに詳細を
解説していますの
で、ご覧ください。

2
0
2
2
年
度

途
中
で
枯
渇
し
か

け
た
C
E
V（
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
動
車
）補
助
金
予
算
に
つ
い
て
、

2
0
2
2
年
10
月
27
日
の
経
済
産
業
委

員
会
で
予
算
の
増
額
と
切
れ
目
な
い
措

置
を
要
求
し
、政
府
か
ら「
切
れ
目
な
く

措
置
で
き
る
よ
う
対
応
す
る
」と
の
答

弁
を
引
き
出
し
ま
し
た
。そ
の
後
、11
月

8
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
令
和
4
年
度

第
2
次
補
正
予
算
案
に
、当
初
予
算
を

大
幅
に
上
回
る
7
0
0
億
円

の
C
E
V
補
助
金
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
2
0
2
3
年
度
予

算
で
も
同
様
の
対
応
を
要
求

し
、当
初
の
2
0
0
億
か
ら
1
2
9
1

億
円
の
補
助
金
増
額
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。な
お
、２
０
２
４
年
度

は
１
０
７
６
億
円
を
当
初
予
算
と
し
て

経
済
産
業
省
は
要
求
し
て
い
ま
す
。

CEV補助金予算増額

自動車税減税・自動車 取得税廃止

暫定二車線ワイヤロープ

ワイヤロープ設置区間における接触事故・対向車線への飛出し事故件数

東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
か
ら
名
称
を

変
え
て
４
年
ぶ
り
に
開
催
。各
ブ
ー
ス

で
は
、い
そ
ざ
き
議
員
が
昔
お
世
話
に

な
っ
た
懐
か
し
い
方
々
と
の
再
会
も
。

11月1日

法
案
提
出

（
所
得
税
減
税
法
案
）

11月8日

法
案
提
出

（
消
費
税
減
税
法
案
）

11月15日

法
案
提
出（
再
エ
ネ
賦

課
金
徴
収
停
止
法
案
）

参
議
院
野
党
国
対

委
員
長
会
談

11月22日

法
案
提
出

（
自
賠
責
保
険
料
早
期

繰
り
戻
し
法
案
）

11月30日

法
案
提
出

（
若
者
減
税
法
案
）

12月13日

第
2
1
2
回
国
会

（
臨
時
国
会
）閉
会

12月4日

「
自
賠
責
保
険
制
度
を

考
え
る
会
」と
の
懇
談

例
年
、同
会
の
政
府
へ
の
要
請
活
動

に
合
わ
せ
て
面
会
。一
般
会
計
か
ら

自
動
車
安
全
特
別
会
計
へ
繰
戻
し

が
さ
れ
て
い
な
い
約
5
8
8
0
億

円
の
早
期
繰
り
戻
し
の
要
請
状
況

に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
。※
「
自
賠

責
保
険
料
の
繰
り
戻
し
」を
参
照
。

12月6日

参
議
院
憲
法
審
査
会

「
憲
法
に
対
す
る
考
え
方
」に
つ
い

て
、国
民
民
主
党
会
派
を
代
表
し
て

発
言
。

12月7日

経
済
産
業
委
員
会

（
一
般
質
疑
）

再
エ
ネ
賦
課
金
減
免
制
度
に
お
け

る
認
定
基
準
の
問
題
、労
務
費
の
価

格
転
嫁
に
関
す
る
行
動
指
針
の
実

効
性
を
高
め
る
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
質
問
。

11
月
9
日
に
も
大
臣
所
信
質
疑
。

12月14日

日
産
自
動
車 

創
立
90
周
年

記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

12月16日

国
民
民
主
党
兵
庫
県
連

「
県
連
政
治
塾
」

12月22日

国
民
民
主
党
広
島
県
連 

街
頭
演
説
会

2019年

2017年

2022年
2023年

ワイヤロープ設置前
(2016年度)

西村経産大臣（当時）

早急に安全性
の高い簡易的
な柵を!

■
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
設
置
距
離

接
触
事
故
件
数

2017
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000
（件） （km）

（年）2018 2019 2020 2021
2023年度2022年度

2022
0

300

600

900

1,200

1,500

1,800

2,884件

240件

1,518㎞

115㎞

0件

1件

0件

3件

0件

3件

0件

2件

0件

0件

0件

5件

対向車斜線への
飛び出し事故

対向車斜線への
飛び出し事故

死亡事故

死亡事故

※2016年度のワイヤロープ設置前の比較
　データは2020年度までにワイヤロープを
　設置したIC区間と同じ区間での件数です。

194件
9件

1,491億円

855億円

200億円
155億円

当初予算から

1,291億円
増額！！当初予算から

700億円
増額！！

2019年10月1日以降に初回新規登録を
受けた自家用乗用車の税率引き下げ額

　　　　排気量
   660㏄超1,000以下
1,000㏄超1,500以下
1,500㏄超2,000以下
2,000㏄超2,500以下
2,500㏄超～

引き下げ額
▲4,500円
▲4,000円
▲3,500円
▲1,500円
▲1,000円

当初 当初

補正

補正

2022年
2023年



常
に
現
場
目
線
に
立
ち「
対
決
よ
り
解
決
」の

姿
勢
で
、野
党
の
立
場
で
あ
り
な
が
ら
、い
く

つ
も
の
政
策
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。本
当
の

勝
負
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。今
後
も

い
そ
ざ
き
議
員
の
活
動
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ガソリン代等燃 油価格引き下げ

キャリアカー・
リアオーバーハング

い
そ
ざ
き
議
員
自
身
も
本
会
議
で

討
論
に
立
ち
、政
府
の
２
０
２
２
年

度
本
予
算
案
へ
の
異
例
の
賛
成
と
引

き
換
え
に
、ト
リ
ガ
ー
条
項
凍
結
解

除
に
向
け
て「
対
決
よ
り
解
決
」の

姿
勢
で
自
公
と
協
議
し
ま
し
た
。

結
果
、凍
結
解
除
は
実
現
し
な

か
っ
た
も
の
の
、補
助
金
に
よ
り
ガ
ソ

リ
ン
、軽
油
を
は
じ
め
と
し
た
燃
油

価
格
を
大
幅
に
抑
制
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。ま
た
、国
民
民
主
党
の

訴
え
に
よ
り
、航
空
機
燃
料
も
補
助

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

国
民
民
主
党
で
は
以
前
よ
り「
補
助
で
は
な
く
減
税
に
す
る
べ
き
」

と
主
張
し
て
き
ま
し
た
。ト
リ
ガ
ー
条
項
凍
結
解
除
に
は
1.5
兆
円
を
要

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、２
０
２
４
年
４
月
末
ま
で
の
28
ヶ
月
間
で
、

全
体
で
6.2
兆
円
の
補
助
金
が
積
ま
れ
、ガ
ソ
リ
ン・
軽
油
分
だ
け
で
も

年
間
約
2.3
兆
円
が
使
わ
れ
て
い
る
計
算
で
す
。ま
た
、補
助
金
よ
り
も

減
税
の
ほ
う
が
お
金
の
流
れ
が
明
確
に
な
り
ま
す
。

自
動
車
運
搬
用
車
両（
キ
ャ

リ
ア
カ
ー
）の
規
定
に
大
き
な
進

歩
が
あ
り
ま
し
た
。２
０
１
９
年

1
月
29
日
よ
り
、特
殊
車
両
許

可
証
を
受
け
て

最
大
１
ｍ（
積
載

す
る
自
動
車
を

含
む
車
両
の
長

さ
で
最
大
18
ｍ
）

ま
で
は
み
出
し

て
運
搬
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま

し
た
。い
そ
ざ
き

議
員
は
、自
動
車

総
連
や
陸
送
協

会
と
連
携
し
、国

土
交
通
省
に
制

度
改
定
を
働
き
か
け
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
輸
送
効
率
が
ア
ッ

プ
し
て
、労
働
時
間
削
減
に
大

き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま

２
０
２
３
年

４
月
18
日
の
経

済
産
業
委
員
会

に
お
け
る「
Ｇ

Ｘ（
グ
リ
ー
ン・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）推
進
法
案
」の
審
議

で
、「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
」に
向
け
て
産
業
構

造
の
転
換
を
迎
え
る
中
で
、新
た
に

生
ま
れ
る
産
業
へ
の「
失
業
な
き
労

働
移
動
」を
適
切
に
進
め
て
い
く

た
め
に
、公
正
な
移
行
と
リ
ス
キ

リ
ン
グ
事
業
に
よ
る
人
材
育
成
の

重
要
性
を
訴
え
、同
4
月
27
日
に

修
正
案
を
提
出
。

参
議
院
で
修
正
議
決
後
に
衆
議

院
に
回
付
さ
れ
て
、再
議
決
・
成
立

し
ま
し
た
。参
議
院
で
野
党
か
ら

の
提
案
で
法
案
が
修
正
さ
れ
、可

決
・
成
立
し
た
の
は
8
年
ぶ
り
の

出
来
事
で
す
。「
失
業
な
き
労
働

移
動
」に
向
け
て
、具
体
的
な
措
置

を
講
じ
て
い
く
際
の
根
拠
に
な
り

ま
す
。

財
務
省
の
求
め
に
応
じ
、財
政
補
助
の
た
め
貸
し
出
さ

れ
た
ま
ま
の
自
賠
責
保
険
料
に
つ
い
て
、２
０
２
２
年
度
時

点
で
５
８
８
０
億
円
が
繰
り
戻
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

国
会
質
問
等
で
何
度
も
早
期
繰
り
戻
し
を
訴
え
た
結
果
、

2
0
1
8
年
度
か
ら
15
年
ぶ
り
に
繰
り
戻
し
が
再
開
。     

2
0
2
3
年
5
月
24

日
に
は
、10
年
以
内
の

繰
戻
し
を
求
め
る
国
民

民
主
党
議
員
立
法「
自

賠
責
保
険
料
早
期
繰
り

戻
し
法
案
」を
提
出
し

ま
し
た（
同
年
11
月
22

日
に
も
再
提
出
）。

※政党名、役職等は当時のものです。

自賠責保険料の繰り戻し

「公正な移行」修正

基本理念に「公
正な移行」が追
加されました！

ト
リ
ガ
ー
条
項
凍
結
解
除
、い
よ
い
よ
最
終
局
面
へ

出典：「一般会計から自動車安全特別会計への繰り戻し（国土交通省）」から一部引用

元本 4,848億円

利子相当額 1,032億円

自動車事故対策勘定
【被害者支援】
●療護施設の設置・運営
●介護料の支給等

保障勘定
【事故防止】
●ASV(先進安全自動車)の導入補助
●自動車安全性能の評価の実施等

自動車安全特別会計一般会計

繰入額
11,200億円

繰戻額
7,162億円

2022年までに

繰入額
1994年度 8,100億円（当初）

1995年度 3,100億円（当初）

1996～2003年度

2018～2022年度 301億円（　　）

繰戻額
当初
補正

当初
補正

6,921億円（　　）

2003年度以降15年間繰り戻しが中断。
何度も訴えた結果2018年度から再開。

繰入残高5,880億円
(2023年度末見込み)

いまだ5,880億円が繰
り戻しされていない!
自動車ユーザーのた
めはもちろん、被害者
支援事業の維持・拡
充のために本来の特
別会計にいち早く繰
り戻されるべき!

2019年

2018年～

2023年

一般会計から自動車安全特別会計への繰越

ガソリン全国平均価格への激変緩和事業の効果

出典：経済産業省 資源エネルギー庁HPより



　いそざき議員が10年間ずっ
と取り組んできた自動車関係
諸税の見直し。国民の生活を大
きく左右する税制は、今後はど
のような展開があるのか、いそ
ざき議員はどんな取り組みを
するのか。今回は自動車関係諸
税の今後をTETSU学します。

現在、車両の購入段階や保
有段階に課せられる車体
課税、ガソリン等に課せら
れる燃料課税、さらに消費
税があります。9種類もの
税が課せられ、自動車ユー
ザーが負担する税金の総
額は、国と地方の租税収入
合計115兆円のおよそ
7.8％に当たる約9兆円に
もなります。

自動車関係諸税
の今後の展望

生活必需品で
あるクルマに
こんなに税金
がかかるのは
おかしい!

ユーザーが
負担する
クルマにかかる税金の種類

自動車関係諸税のあるべき姿

国民民主党の主張

以前（Vol.28、2023年1月）も紹介しましたが、燃料を必要としない電気自動車の普及により、税収が減少する燃料税
に代わり、走行距離に応じ課税する案が出てきています。今後、下記のポイントで主張していきます。

生活のために自動車を保有している地方では、現在の負担に加え走行距離課税が導入されれば自由な移動
を阻害し、地方の衰退や過疎化を招くことになりかねない。

長距離を走るトラックには負担増となり、物流業界に大きな痛手となり、経済活動に悪影響を与えかねない。

EVやFCVの購入が進まないことで、カーボンニュートラルに逆行する恐れがある。

令和5年度与党税制改正大綱には、「利用に応じた負担の適正化等に向けた具体的な制度の枠組みについて次のエコ
カー減税の期限到来時（※2年後）までに検討」と期限が定められています。
いそざき議員は、このような財源確保ありきの増税案には断固反対の姿勢で、引き続き闘っていきます。

いわゆる「走行距離課税」に対峙

哲史の
TETSU学

9兆円もの
自動車関係諸税

2023年10月、国民民主党は、持続的な
賃上げ実現と国民の暮らしを守るため、
「国民に直接届く」緊急経済対策を発表
し、岸田総理に提言しました。その「生活
減税」4本柱の中に、ガソリンや軽油の
減税（トリガー条項凍結解除、およびい
わゆる暫定税率・二重課税の廃止）を盛
り込んでいます。

また車体課税については、自動車税の環
境性能割の廃止、自動車重量税は廃止す
ることを前提に、まずは約50年間も上乗
せされている「当面の関税率」を廃止す
る旨を訴えています。
その上で、減税による地方税収の減収を
最小限にとどめるために、各種税の国税
分の本則税率の地方税化を進めます。

車体課税
＋

消費税が加算

購入時にかかる税金

燃料課税
＋

消費税が加算
さらに さらに

●自動車税（環境性能割）
●軽自動車税（環境性能割）

給油時にかかる税金
●揮発油税 ●地方揮発油税
●軽油取引税 ●石油ガス税

保有時に
毎年かかる税金
●自動車税（種別割）
●軽自動車税（種別割）

車検時にかかる税金
●自動車重量税

念願の
マイカー！

毎年 毎年…
家計にひびくわ

高騰は
いつまで続くの？自動車重量税

は車検の時に

♪

財源確保
ありきの
増税案には

断固反対！！
POINT1
POINT2
POINT3
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いそざき哲史 検 索

いそざき哲史事務所　〒100-8962 東京都千代田区永田町2-1-1 参議院議員会館1210号室 TEL 03-6550-1210 制作：株式会社アコー

いそざき哲史公式 YouTube チャンネル公式Webサイト 公式SNS i-connect
データ版

皆さんの代表として国会で
のリアルな論戦を配信中！

最新の活動状況を
発信中です!

ISOGABA
哲史いそがば

現
在2023.8/21~12/29

各種会合（Web参加含
む）153件に参加しまし
た。国会見学は35件の
訪問をうけました。

決意新たに、
  日本を動かす政策を！


